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神戸植物防疫所関西空港支所交渉（全農林労働組合関空分会）

議 事 要 旨

１ 日 時 平成２９年２月１日（水）１７時５０分～１８時

２ 場 所 神戸植物防疫所関西空港支所会議室

３ 出席者 神戸植物防疫所関西空港支所 佐々木 晃 支所長

同 小川 利己 庶務課長

全農林労働組合関空分会 谷野 寿樹 委員長

同 坂井 理一 副委員長

同 近藤 隆史 書記長

４ 議 題 ２０１６秋闘要求書回答

５ 議事概要

（庶務課長）

ただいまから、全農林関空分会からの要求に基づく交渉を始めます。

本日の交渉に先立ち、国家公務員法第108条の５の規定に基づく予備交渉の段

階で取り決めた事項を報告します。

全農林関空分会から提出された要求事項のうち「新たな労使関係の構築に関す

る基本方針について」第３の１の（３）に定められた要件を満たし、交渉対象事

項とする事項は、「Ⅰ 労働諸条件の改善について」の２、３、「２ 福利厚生

施策の充実について」とし、その他の事項については、管理運営事項等に該当す

ることから要望事項として整理しているので、これを前提として交渉を行います。

（谷野執行委員長）

要求している事項は、いずれも切実な課題であり、神戸植物防疫所関西空港支

所当局として解決できる事項は早急に対応するとともに、権限外事項や管理運営

事項についても特段の対応を要請します。

（佐々木支所長）

職員の皆様には、日々の業務の遂行に当たって不断の努力をいただいているこ

とについて感謝申し上げます。

要求事項について回答します。

「Ⅰの２の女性が働きやすい職場環境整備を図ること。」については、「農林水

産省女性活躍とワークバランスの取組計画」に基づき、超過勤務の縮減や両立支

援制度の周知など、男女とも働きやすい職場環境の整備を進めているところであ

る。植物防疫所においても女性職員の採用が増加していることから、引き続き女

性職員が働きやすい職場環境の整備に努めてまいりたい。

「Ⅰの３の超過勤務の縮減等」については、神戸植物防疫所超過勤務縮減対策検

討委員会において検討し①一人当たりの超過勤務時間が年間360時間、月45時間

を超えないように努める、②管理職員は、勤務時間外になってからの業務指示は



- 2 -

行わないように努める、③水曜日は定時退庁日、金曜日は定時退庁促進日とし、

その趣旨の徹底を図る、④各課・担当内での意見交換や係等毎の業務スケジュー

ルの作成により、予め日程調整を行う等業務の平準化を図るなど具体的事項を定

め、引き続き定期的に超過勤務縮減の取組の検証を行うなど、より実効ある超過

勤務縮減対策の実施に努めてまいりたい。

また、超過勤務命令に従い勤務した時間に対しては、超過勤務手当を支給して

いるところである。

「Ⅱの１の職員の健康安全対策」については、「国家公務員健康増進等基本計画」

に基づき、心の健康づくりや生活習慣病対策等の健康増進対策を進めているとこ

ろである。メンタルヘルスについては、今年度からストレスチェックの実施等対

策の充実が図られているところであり、一般の健康管理についても、健康診断結

果の活用等により、職員の健康増進対策に取り組むことが必要と認識している。

当支所は、ほとんどの職員が交替制で勤務する環境にあり、交替制勤務が職員

に与えるストレス等にも配慮しながら、より一層の健康管理に努めてまいりたい。

（谷野委員長）

ただいま要求事項について回答をいただいた。回答を受けて３点申し上げたい。

１点目として、女性活躍については、植物防疫所においても女性職員が増加し

ている。関西空港は交代制の特殊な勤務形態でもあり、子育て中の職員、共働き

の職員にもしっかり働ける体制を作ってほしい。女性用の仮眠室等についても環

境整備に心がけてもらいたい。

２点目に超過勤務について、事務系職員の状況についてもしっかり対応をお願

いしたい。また、管理職員不在時の対応について、事後確認等をきちんと行って

いただきたい。

最後に、福利厚生面について、職員には、交代制勤務や輸入者との対応等によ

るストレスがある。夜間勤務については、１０月から４名体制としているところ

であるが、第２ターミナル（国際線）の供用が開始されたこともあり、引き続き

職員のケアをしっかりとお願いしたい。

（佐々木支所長）

委員長から職員の状況等について貴重なご意見をお聞かせいただいた。実態を

踏まえて、職員が安心して働ける職場作りに努めてまいりたい。

以 上




